
３
月
末
ま
で
、
本
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
ベ

ス
ト
リ
ー
ダ
ー
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
貸
出

中
の
本
は
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！
（
電

話
、
メ
ー
ル
で
の
予
約
可
）
ま
だ
読
ま
れ
て
い

な
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
読
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

１
位
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

（
上
・
下
）』
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

〃
『
東
京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

３
位
『
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
佐
賀
か
ら

広
島
へ
め
ざ
せ
甲
子
園
』
島
田
洋
七

４
位
『
赤
い
指
』
東
野
圭
吾

５
位
『
還
ら
ざ
る
道
』
内
田
康
夫

６
位
『
使
命
と
魂
の
リ
ミ
ッ
ト
』
東
野
圭
吾

７
位
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
（
上
・
下
）』

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

〃
『
狼
花
』
大
沢
在
昌

９
位
『
子
ど
も
の
好
き
嫌
い
が
な
く
な
る

一
〇
〇
の
レ
シ
ピ
』
成
美
堂
出
版

10
位
『
間
宮
兄
弟
』
江
國
香
織
　

新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

３
月
１
日
よ
り
、
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
本

館
用
・
分
館
用
と
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
が
必
要
で
し
た
が
、
現
在
は
、
本
館
用
カ

ー
ド
１
枚
で
貸
出
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
ゆ
や

分
館
の
所
蔵
検
索
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
20
日
（木）
は
本
館
の
み
休
館
し
ま
す

３
月
20
日
（木）
は
春
分
の
日
で
祝
日
と
な
る
た

め
、
本
館
は
休
館
し
ま
す
。
分
館
は
開
館
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
開
館
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

転
出
さ
れ
る
方
へ
お
願
い

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は
、
転
出
さ
れ
る
と
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
異
動
等
で
転
出
さ
れ

る
人
は
、
図
書
館
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

２
０
０
７
年
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
発
表
！

本
館
で
、
２
０
０
７
年
の
１
年
間
に
よ
く
読

ま
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

４／５（土）13：30～
「チキチキマシン

猛レース」
～大暴走グランプリ～

（50分）

４／26（土）13：30～
「世界絵本箱くまの

コールテンくん」
（全３話）
（33分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
新
世
界
よ
り
（
上
・
下
）」
貴
志
祐
介
、「
鬼
神

の
狂
乱
」
坂
東
眞
砂
子
、「
光
の
指
で
触
れ
よ
」
池

澤
夏
樹
、「
遺
し
た
い
言
葉
」
瀬
戸
内
寂
聴
、「
無

言
の
旅
人
」
仙
川
環
、「
そ
う
か
、
も
う
君
は
い

な
い
の
か
」
城
山
三
郎
、「
平
和
と
は
非
凡
な
幸

運
」
曽
野
綾
子
、「
阪
急
電
車
」
有
川
浩
、「
英
国

紳
士
、
エ
デ
ン
へ
行
く
」
マ
シ
ュ
ー
・
ニ
ー
ル
、

「
季
語
で
読
む
源
氏
物
語
」
西
村
和
子
、「
カ
ラ
ー

図
解
こ
ん
な
に
違
う
！
も
ら
え
る
年
金
」
亀
岡

秀
人
、「
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る
脳
卒
中
ケ
ア
事
典
」

高
木
誠
、「
専
門
医
が
や
さ
し
く
教
え
る
肝
臓
病
」

熊
田
博
光
、「
図
解
よ
く
わ
か
る
介
護
保
険
し
く

み
編
＋
実
践
編
」
田
中
元
、「
高
齢
者
の
芸
術
療

法
」
今
井
真
理
、「
枝
物
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講

座
」
長
塚
慎
一
、「
お
う
ち
で
乾
杯
う
ま
い
！
お

つ
ま
み
」
枝
元
な
ほ
み
、「
図
説
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
」
中
島
智
章
、「
伝
わ
る
！
売
れ
る
！
仕
事

に
よ
く
効
く
デ
ジ
カ
メ
撮
影
術
」
久
門
易
、「
農

村
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
秋
津
元
輝
　
ほ
か

お家さん（上・下）
玉岡かおる／著
新潮社／出版

大正から昭和にかけて
ヨーロッパでも名の知
れた巨大商社「鈴木商

店」の頂点にいた一人の女性。商家の女
主人にのみ許された「お家さん」と呼ば
れ、母として大企業のトップとして生き
た女が、その手で育て、守り抜いたもの
を豊かに描く壮大な書下ろし長編。

真
木
の
大お

お

歳と
し

神
社
境
内
に
「
霊
鳥
白
雉

は
く
ち

之

碑
」
と
市
指
定
天
然
記
念
物
の
「
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
」
の
古
木
が
あ
る
。

白
雉
伝
説
に
つ
い
て
、「
日
本
書
紀
」
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

｜
白
雉
元
年
二
月
、
穴
戸

あ

な

と

国
司
草
壁

く
さ
か
べ
の

連
醜
径

む
ら
じ
し
こ
ふ

、
白
雉
献
上
申
す
、
国
造
首

く
に
の
み
や
っ
こ
お
び
とが
正

月
九
日
に
、
麻
山

お
の
や
ま

に
し
て
獲
た
り

｜

つ
ま
り
、
大
化
六
年
（
六
五
〇
）、
長
門
国

の
麻
山
で
白
い
雉き

じ

が
捕
れ
た
。
国
司
の
草
壁

連
醜
径
は
さ
っ
そ
く
朝
廷
に
献
上
。
朝
廷
で

は
、「
こ
れ
は
祥
瑞

し
ょ
う
ず
い

で
あ
り
、
民
の
心
を
悦
び

し
め
た
も
う
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
元
号
を

大
化
か
ら
白
雉
に
改
め
た
。
国
司
に
は
高
い

位
を
与
え
、
長
門
国
の
税
を
三
年
間
免
除
し

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

大
化
の
改
新
（
六
四
五
）
後
、
国
の
行
政
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
た
飛
鳥
時
代
中
期
の
こ

と
で
あ
る
。
祥
瑞
と
は
、
縁
起
の
よ
い
出
来

事
（
吉
兆
）
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
麻
山
と
は
一
体
ど
こ
な
の
か
、

い
ま
な
お
謎
で
あ
る
。
長
門
国
内
に
「
お
の
」

と
い
う
地
名
は
多
い
。
渋
木
に
も
花
尾
山
の

ふ
も
と
に
「
市
ノ
尾
」（
一
ノ
小
野
）
な
ど
の

真
木
大
歳

お

お

と

し

神
社
と

白
雉

は

く

ち

伝
説

大歳神社のイロハモミジ（市指定名勝・天然記念物）

大歳神社

仙
崎
海
上
保
安
部
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
電
話
・
無
線
電
話
に
よ
り
提
供
し

て
い
る
灯
台
の
気
象
情
報
は
、
３
月
11
日
、
気

象
観
測
箇
所
を
「
見
島
灯
台
」
か
ら
「
見
島
北
灯

台
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

観
測
項
目
は
、
風
向
・
風
速
・
気
圧
・
波
高

で
す
。

見
島
北
灯

台
か
ら
の
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ

映
像
と
併
せ

て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
相
性
大
全
」
リ
ン
ダ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
、「
イ
チ

ロ
ー
思
考
VS
松
坂
思
考
」
児
玉
光
雄
、「
ガ
ラ
ク

タ
を
捨
て
て
、
ス
ッ
キ
リ
暮
ら
す
」
飯
田
久
恵
、

「
絵
本
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
島
田
洋
七
、

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
や
る
ぜ
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
大
さ

く
せ
ん
」
原
ゆ
た
か
、「
ダ
ッ
ト
さ
ん
」
こ
も
り
ま

こ
と
、「
は
つ
ゆ
き
」
西
片
拓
史
　
ほ
か

灯
台
の
気
象
観
測
箇
所
変
更

地
名
が
あ
り
、
麻
山
が
こ
の
地
で
あ
っ
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

一
方
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
、
社
前
の
小
階

段
の
横
に
あ
り
、
根
元
付
近
が
段
差
と
な
っ

て
い
る
。
樹
高
は
約
十
三
ｍ
で
根
本
付
近
の

幹
周
り
は
約
三
ｍ
の
古
木
で
あ
る
。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、
鎌
倉
八
幡
宮
よ

り
苗
木
を
持
ち
帰
り
育
て
た
も
の
と
伝
た
え

ら
れ
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
樹
齢
二
百
年
を
超
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、
タ

カ
オ
モ
ミ
ジ
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
カ
エ
デ
科

で
、
最
も
大
き
く
な
る
種
類
で
あ
る
。

モ
ミ
ジ
は
古
来
よ
り
人
々
の
生
活
に
深
く

か
か
わ
り
、
四
季
の
情
緒
を
醸
し
出
し
て
く

れ
る
。
晩
秋
に
は
、
大
歳
神
社
の
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
が
黄
褐
色
か
ら
紅
色
に
燃
え
る
よ
う
に

輝
き
、
真
木
に
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
。

霊鳥白雉之碑（大歳神社境内）


